
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Shimotsuke English Journal 
(SEJ) 

 
Vol. ９７ 

 

令和６年１２月２５日 

今月のキーワード Shimotsuke English Forum 

 

 

 

 

 

１２月１４日（土）に国分寺公民館において、「Shimotsuke English Forum」を開催しました。

英語プレゼンテーション発表会には、市内学校から１０グループが参加しました。グループでアイ

デアを出し合い、創意工夫を凝らして作成した発表の様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Shimotsuke English Forum  

祇󠄀園小学校 
緑小学校 5年生 

Aチーム 

南河内第二中学校 

Aチーム 

緑小学校 5年生 

Bチーム 
古山小学校 石橋中学校 

学校周辺の病院や公園、かん

ぴょうの生産量など、下野市

のよさを分かりやすく紹介し

ました。す。 

 

 

歴史の偉人を紹介しました。

クイズを通して、人物の様々

な功績を伝えることができま

した。 

 

 

公園についての雑学クイズを

通して、学校周辺のユニーク

な公園を分かりやすく紹介し

ました。 

 

 

下野市のおすすめのお店や場

所などについて紹介し、下野

市の魅力を伝えることができ

ました。 

 

職場体験学習で学んだことや

体験したこと、自分の将来に

ついて考えたことを発表しま

した。 

 

 

 

下野市の有名な食べ物や緑小

学校の様子について、ジェス

チャーを交えながら発表しま

した。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

   

 

               発表者全員での集合写真 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ALTとの国際交流会の様子 

                                                          

                                           

      

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

           

 

文責 石﨑 真清 

南河内第二中学校 

Bチーム 

石橋小学校 緑小学校 6年生 

国分寺中学校 

おしゃれなお店やグリムの森

など、石橋地区を中心に下野

市のよさを伝えることができ

ました。 

 

 

 

 

クイズを交えて、夏祭りの様

子を紹介しました。盆踊りの

パフォーマンスで会場を盛り

上げました。 

 

 

 

米津玄師の生い立ちについ

て、分かりやすく紹介しまし

た。 

 

 

 

国分寺地区を中心に、下野市

の魅力や国分寺中学校の特徴

などをクイズ形式で紹介しま

した。 

 

 

 

グループの仲間と協力して、

米津玄師の生い立ちについ

て、詳しく紹介することがで

きました。 

 

 

 

★マーク先生からの講評★ 

下野市の様々な魅力を教えてくれてあ

りがとうございました。私は、日本で有名

な人物について学ぶこともできました。学

んだ英語を教室以外の場所で使ったり、地

域から学んだことを発信したりする機会

を大切にしてください。 

 

 

 Shimotsuke English Forumにご

参加いただきありがとうございまし

た。発表者のみなさんは、Keynote

や Googleスライドを活用し、分かり

やすく資料を作成していました。ま

た、ジェスチャーやクイズ、盆踊りを

取り入れるなど、聞き手を引き付ける

ための工夫がすばらしかったです。 

 

 

★プレゼンテーション指導のポイント★ 

presentationの語源は、present「贈り物」

です。発表を通じて、相手の心へ訴えかけ、伝

えることが大切です。聞き手に理解・共感して

もらうために、様々な媒体やパフォーマンスを

活用することも考えられます。授業では、児童

生徒が相手意識をもって発表できるよう、目的・

場面・状況の設定を工夫してください。 

 

 


